
テクスパン工法設計施工マニュアル（案）改訂項目対比表

平成26年4月

テクスパン工法技術検討委員会



テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P2　赤枠部を修正 適用条件への縦断勾配、交差角の制限値を追記（赤字）

マニュアル改定案　1現行マニュアル記載事項

④ 縦断勾配はアーチ部材の据付け時に支保工を用いない通常の施工方法では，最大 6%ま

でとし，別途解析と架設時の支保工等の考慮により，限界の縦断勾配を 10%とする． 
⑤ 上部道路とカルバート軸線の交差角は 60°程度以上を原則とする． 
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現在対応する項目なし 変状発生形態について新設

第Ⅰ編　総論　第１章　総説

枠書き

【解説】

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　2

図 Ⅰ.1.4.1 テクスパン工法の変状の要因 

テクスパン工法は，アーチ形状と基礎部と頂部に設けられた３つのヒンジにより，部材

に発生する曲げモーメントを低く抑え，部材の厚さを薄くすることを可能としたプレキャ

スト部材による３ヒンジアーチ構造物である.部材の厚さが薄いことと，アーチ部材を分割

することで，運搬による重量や大きさの制約を従来のプレキャストカルバートに比べ受け

にくくなり，それらに比べ大型化を可能とした。テクスパン構造の安定には，「1.3 工法の

特徴」に示したテクスパン工法の特徴を十分に考慮した設計・施工がなされなければなら

ない． 
 図Ⅰ1.4.1 は，テクスパン工法の主な変状の要因を示したものである。設計・施工はこれ

らが発生することがないように十分留意する必要がある． 

1.4 変状の発生形態 
 
 テクスパン構造の特徴に基づく変形に対して，設計・施工において留意しなければなら
ない． 
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現在対応する項目なし 基礎地盤調査に関する事項を新設

第Ⅰ編　総論 第3章　調査

枠書き

【解説】

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　3

3.4 基礎地盤の調査 

 
基礎地盤の調査は，基礎の構造形式を選定し，基礎設計を行うために実施する． 

基礎地盤調査項目として必要な概要を表 Ⅰ.3.4.1 に示す．また，ボーリング調査の位

置の目安を図Ⅰ.3.4.1 に示す．ボーリング調査位置は，地形状況を判断し，適宜位置決定

および追加を行うものとするが，調査に当たっては，支持地盤の確認を原則とする． 
 

表 Ⅰ.3.4.1 地盤調査項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 Ⅰ.3.4.1 ボーリング調査位置の目安 

テクスパン中心線

上部道路中心線

ボーリング調査位置
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テクスパン延長

調査項目 目的・項目

ボーリング調査 地盤判定

孔内水平載荷試験 支持力の推定

標準貫入試験 変形係数の把握

土質試験 単位体積重量，内部摩擦角，粘着力の把握

平板載荷試験 支持力，地盤反力係数の把握

設計段階

施工段階
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現在対応する項目なし 基礎地盤条件や基礎形式に関する事項を新設

第Ⅱ編　設計  第１章　基本事項

枠書き

【解説】

-

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　4

1.5 基礎地盤・基礎形式の適用 

 
 (1) 基礎地盤は，岩盤またはＮ値 30 以上の砂層・砂礫層とする． 

(2) 杭基礎・地盤改良による基礎形式とする場合には，基礎の変位を拘束するインバー

ト形式等の構造とする． 

(1) テクスパンの基礎となる地盤は，できるだけ安定した良質な地盤である必要がある．

 安定した良質な地盤とは，砂層・砂礫層ではＮ値が 30 以上あれば良質な地盤と考えて良

い．また，岩盤は材料としての強度が大きく均質な岩盤を支持層とした場合には大きな

支持力が期待できる．なお，粘性土地盤をテクスパンの基礎地盤とすることは避けなけ

ればならない． 
(2) 杭基礎・地盤改良は，上部テクスパン構造の安定に影響を及ぼす変位未満にとどめて

ておく必要がある． 
  地盤改良の幅は，テクスパン背面盛土のテクスパンエレメントへの影響範囲以上の幅

を確保するとともに，改良体の安定性を確保するように設定する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅱ.1.5.1 地盤改良の幅 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P29　赤枠部を修正 盛土材料規定の強化：選定材料を１種類から２種類に強化
　　　　　　　　　　排水性を考慮した盛土材料の選定（C-40)

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　5

表Ⅱ.3.2.1 裏込め材料の規定 
ふるい寸法(mm) 通過百分率（％）

規定材料α

150 100

75 75～100

0.075 0～15

クラッシャーラン（C-40）

規定材料β
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テクスパン工法設計施工マニュアル（案）改定（頂冠部構造）報告書平成24 年5 月 頂部ビーム，脚部ビーム工の規定の追記（赤字）
２）テクスパン工法設計施工マニュアル(案)差換え分　　　　　　　　　　　　　　赤枠部修正

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　6

4.6 構造細目 

 

テクスパンの設計にあたって検討すべき構造細目は以下のとおりである． 
(1) アーチ部材の形状，寸法，使用材料，配筋または「アーチ部材の構造細目」 
(2) ヒンジの構造 
(3) 坑口部におけるアーチ部材の連結 
(4)  頂部ビーム工及び脚部ビーム工 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P４９　赤枠部を修正 アーチ部材連結方式の変更（外部連結方式をボルト連結方式へ変更）

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　7
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現在対応する項目なし 4.6　構造細目の解説に，頂部ビーム，脚部ビーム工の規定の追記

マニュアル改定案　8現行マニュアル記載事項

(4) テクスパンには，頂冠部に頂部ビームを必ず設ける。また，脚部には，テクスパンの

スパン，ライズ，土被りや縦断勾配などに応じて脚部ビームを設ける。 
頂部ビームは，施工時における個々のアーチ部材の安定を目的としたものである。ま

た，従来型ヒンジ構造のテクスパンにおいてもテクスパンの縦断変形を抑制する目的で

設けられており，一定の効果が確認されている。 
脚部ビームは，縦長で内側に大きく湾曲したアーチ部材が，周辺の盛土やテクスパン

そのものの縦断勾配の影響による転倒を抑制するものである。このため，テクスパンの

断面形状や縦断勾配，上載盛土の大きさやその形状に応じて脚部ビームを設ける。 
頂部ビーム工と脚部ビーム工の概要を表Ⅱ.4.6.6 に示す。 

表Ⅱ.4.6.6 頂部ビーム工と脚部ビーム工の概要 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P５０　赤枠部を修正 アーチ部材連結方式の変更（外部連結方式をボルト連結方式へ変更）

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　9

１)  ボルト連結方式：アーチ部材に連結金具を埋め込み，アーチ設置後にボルトによって

連結金具をゴムパッドを介して連結する方法。 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P６１～６２　赤枠部を修正 設計条件の確認の追記（赤字）

分割施工における留意事項の追記(赤字）

枠書き

【解説】

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　10

(1)  テクスパン工法の施工計画には，設計条件，地形・地質，現地の状況を事前に調査し

て安全で合理的かつ周辺環境に配慮した施工方法の詳細を検討し，これに基づいて立案

する． 
(2)  施工計画の立案にあたっては次に示す事項について検討する． 
  ① 施工手順 
  ② 材料計画 
  ③ 運搬，仮置き計画 
  ④ 作業計画 
  ⑤ 工程計画 
(3)  テクスパンを分割して施工する場合には，テクスパンを不安定な状態で放置すること

がないよう，施工範囲を区分する． 

(3) テクスパンは，覆土により安定する．このため，テクスパンを施工する場合には，計

画盛土高さまで一連に行なうことが望ましい．これは，テクスパンを不安定な状態で放

置することを避けるだけではなく，「第Ⅳ編 計測」で示す盛土終了まで行なわれる計

測を円滑に実施し，その結果を施工に反映するとともに，責任の分散による施工の質の

低下を防ぐためである．やむを得ず施工を分割する場合には，少なくとも頂冠部の土被

りが 1.0ｍ以上となる位置とする．決して，テクスパンを覆土しない状態のままや，頂

冠部の土被りが 1.0ｍに達しない位置で施工を分割しないこと．また，偏土圧が発生す

る盛土形状での施工中断や，計画高さ以上の盛土材料等の仮置きをテクスパンの影響範

囲に行わないこと．なお，施工を分割する場合には，降雨等の対策を施す． 
    テクスパンの施工が一連でなされる場合においても，盛土材料の搬入状況などにより

先に挙げた状態でテクスパンが放置されることのないように予め施工計画を立て，施工

を実施する． 

(1) テクスパンは，工場で製造されたアーチ部材と盛土との組み合わせにより構築される

構造物である．したがってテクスパン工法の施工には，特殊な建設機械の使用や高度な

技術，施工経験を必要としない．しかし，施工が不良であったり運用を誤ると，盛土と

一体となったアーチ効果が十分に発揮されず構造物全体の安定性の観点からも問題とな

る場合がある．そのため，本マニュアルや設計図書などの設計条件を確認して施工計画

を立案する必要がある．また，施工時には現場内においてテクスパン工事以外に多くの

工種が輻輳することもあり，施工機械，施工方法，施工手順をあらかじめ十分に確認す

る必要がある． 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P73　赤枠部を修正 反転時の注意事項の追記（赤字）

マニュアル改定案　11現行マニュアル記載事項

 3) 反転後の姿勢では，アーチ部材の内側に発生するモーメントが大きくなる．したがっ

て，部材反転後はすみやかに吊下げ作業に入ることが望ましいか，反転時に支保工等

を使用することが望ましい．また，反転したアーチ部材は自重で広がろうとするため，

保護材はそれを確実に止められるように良好な地盤に設置する必要がある． 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P80　赤枠部を修正 盛土材料規定の強化：選定材料使用範を拡大

マニュアル改定案　12現行マニュアル記載事項

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ.2.8.1 裏込め材料の最小使用区域 
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P81　赤枠部を修正 盛土材料の規定の強化：緩衝領域の無転圧の削除

現行マニュアル記載事項 マニュアル改定案　13

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ.2.8.3 締固め区域 
 

表Ⅲ.2.8.1 締固め条件 
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区域 図Ⅲ.2.8.3に示す範囲 締固め度 転圧機械の種類

① a-b-c-dから内側 - 小型転圧器プレート（60kg級程度）

② a-b-c-d-e-f-g-h-i-j 90％以上 ハンドガイド式振動ローラー（1t級程度）

③ f-g-h-i-k-l 90％以上 中大型転圧機（11t級程度）

④ j-k-mから内側及びe-l-nから内側

⑤ e-n-m-jから外側

一般的な盛土の規定に準ずる

一般的な盛土の規定に準ずる
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テクスパン工法設計施工マニュアル(案）　P81　赤枠部を修正 盛土材料の規定の強化：緩衝領域の無転圧の削除

マニュアル改定案　14現行マニュアル記載事項

(4)締固め区域と締固め度 
 1) テクスパンの盛土工は図Ⅲ.2.8.3 に示す 5 つの締固め区域を定めて施工する． 
 2) 5 つの区域の締固めは，それぞれ表Ⅲ.2.8.1 に示す締固め条件に従う． 
 3)  図Ⅲ.2.8.3 および表.2.8.1 に示す区域①から区域⑤の締固め方法を以下に示す． 
区域①：60kg 級の小型転圧機を使用する．アーチ部材の近傍であるため，材料のまき出し，

敷きならしは慎重に行う． 
区域②：小型転圧機を用いて締固めを行う．クラウン部より上部の材料のまき出しについ

ては，テクスパンに大きな衝撃等を与えることがないように，後述する（6）重機

械の制限を満足する必要がある． 
所定の締固め度を得るのに必要な締固めエネルギーは，指標として施工の初期の

段階で規定する． 
    テクスパンの縦断方向の線形に狂いを生じさせたり，テクスパンに偏圧が作用す

るような過剰な締固めは避ける． 
区域③：中大型転圧機によって締固めを行う．起振力を与えない． 
区域④，区域⑤：大型の振動式締固め機械等を用いて，一般的な盛土の規定に準じて締固

めを行う．大型締固め機械の制限区域は，図Ⅲ.2.8.4 に示すとおりである． 
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